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背景：東日本大震災（以下、大震災）は東北を中心とした東日本の太平洋沿岸地域に甚大な

被害をもたらした。高齢者や障害者の健康への影響が懸念される一方で、震災が未就学児の

健康へ及ぼす影響については殆ど知られていない。そこで、大震災前後における未就学児の

身体発育と健康状態を調査するために全国保育所調査を実施した。 

方法：調査は、2012年 9月から 12月に実施した。全国 47都道府県の保育所に 3種類の調

査票を郵送した。調査票Ａでは保育所の状況を、調査票Ｂ１とＢ２では、園児の情報を収集

した。対象は、2004年 4月 2日から 2005年 4月 1日生まれの子ども‐保育所在園中に大震

災を経験しなかった子ども‐、2006年 4月 2日から 2007年 4月 1日生まれの子ども‐保育

所在園中に大震災を経験した子ども‐である。調査項目は、被災経験、身体計測値、疾患の

有無である。 

結果：全国から 3,624保育所が調査に参加した。その結果、2004年 4月 2日から 2005年 4

月 1日生まれの子ども 53,747人と 2006年 4月 2日から 2007年 4月 1日生まれの子ども

69,004人の 2つの後ろ向きコホートを確立した。後者の中で、1,003 名には、家屋の損壊、

津波、避難所生活等の被災体験があった。 

結論：得られた大規模なデータをもとに、大震災前後における未就学児の身体発育と健康状

態に関する研究成果が期待される。 

 

キーワード: 東日本大震災、未就学児、身体発育、小児保健、後ろ向きコホート研究 


